
第６学年算数科 学習指導案 

指導者 成田雄介 

１ 単 元 名  「ならべ方や組み合わせ方を調べよう」 

 

２ 単 元 計 画（ 単 元 の ね ら い ， 評 価 の 観 点 ， 学 習 内 容 等 ）   

(1) 単元の目標 具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができる。 

(2) 評価の観点 

○順列や組み合わせについて，図や表などを用いて工夫をしながら，落ちや重なりがないように，順序よく

調べようとする。                              【関心・意欲・態度】 

○順列や組み合わせについて，落ちや重なりのないように図や表を適切に用いたり，名称を記号化して端的

に表したりして，順序良く筋道立てて考えることができる。             【数学的な考え方】 

○順列や組み合わせについて，落ちや重なりのないように，起こり得る場合を順序よく整理して調べること

ができる。                                        【技能】 

○順列や組み合わせについて，落ちや重なりのないように調べるには，ある観点に着目したり，図や表など

にかき表したりするとよいことを理解する。                     【知識・理解】 

(3) 指導観 

第５学年までに，表などを用いて分類整理して表したり読み取ったりすることを学習してきている。第６

学年では，起こり得る全ての場合を適切な観点から分類整理して，順序よく列挙できるようにすることをね

らいとしている。ここで育成される資質・能力は，中学校第２学年で学習する確率などの考察につながって

いくものである。 

指導に当たっては，単に場合の数を明らかにするだけでなく，図や表を用いて分類整理することと調べ方

の工夫や表現することに重点を置く。起こり得るすべての場合を分類整理するのに 表や図が有効であるこ

とを児童に実感させたい。まず，具体的な事実に即して図，表などを用いて表現させ，規則正しく並べたり，

整理して見やすくしたりして，落ちや重なりがないように順序よく調べていく。次にその学習過程で，図や

表を適切に用いることができるようにし，ICT を活用して条件に従って筋道立てて考えを進めていく。そし

て，順序よく整理して調べる際に名前を記号化して端的に表すことは有効であることを実感させ，身に付け

させていきたい。 

(4) 児童の実態 【調査日 ＊月＊日（＊）＊人】 

授業に関するアンケート  
NO. １つに○をつけましょう はい どちらかと

いえばはい 
どちらかとい

えばいいえ 
いいえ 

1 タブレットを使った学習は楽しいですか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 
2 タブレットを使って写真を撮ることができますか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 
3 タブレットを使って動画を撮ることができますか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 
4 スクラッチを使った学習は楽しいですか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 
5 ロイロノートを使った学習は楽しいですか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 
6 ロイロノートを使って，発表することができますか。 ＊ ＊ ＊ ＊ 

本学級の児童は，算数の学習に対して意欲的に取り組んでいるが，授業の中でグループ内や全体に対して

自分の考えを伝える意識は高くない。『順序立てて説明すること』が「できる」と答える児童は多いものの，

実際の発表場面や解答を見直すと順序立てて説明することが苦手な児童が多く，相手にうまく伝えることが

できない。自分の考えを持ち，ノートに書くことや，話をすることに苦手意識を持っている児童が多い。考

えをあまり伝えていない児童の多くは，「自分の考えに自信が持てない」「考えが思い浮かばない」といった

反応だった。そこで，ペアやグループでの意見交換や話し合いの場面で自分の考えを伝える活動を積極的に

取り入れる。また，聞く側もただ聞くだけでなく，青色のペンで他の意見を記入し，自分の考え方と照らし

合わせながら聞けるように指導していきたい。 



本単元で表現する活動として，名前を記号化して一般化（単純化する）された学習内容を，筋道を立てて

考え，図や表などを用いてノートにかかせて表現させる。説明する活動としては，ペア学習や全体学習の場

を設定したり，タブレット端末や実物投影機を使用して自分のノートを示したりしながら説明する活動を行

う。多くの児童が自分の言葉で説明できる場を作るようにする。また，学習内容の理解に時間のかかる場面

も多く見られるため，ICT を活用し図を提示し分かりやすくする。子ども達に，規則性や法則性を見出させ，

よりよい解き方を論理的思考のもとに探らせていきたい。 

また ICT 活用に関するアンケートでは， ICT を活用した活動は，おおむね肯定的に捉えられていること

が分かる。興味関心が高いツールを活用し，学習することで，効果的な学習ができると考えられる。 

 

３ 指導計画・評価の観点・学習内容（6 時間扱い） 

次 時 学習活動 ICT の活用 評価規準 

１ １ 図や表を用いて，並び方を

調べる。３つや４つのものを

順番に並べるとき，並べ方は

全部で何通りあるかの求め方

を考える。 

・ペア学習への

活用 

・写真の活用 

考 順列や組み合わせについて，落ちや重な

りのないように図や表を適切に用いたり，

名称を記号化して端的に表したりして，順

序良く筋道立てて考えることができる。 

２ 図を用いて，並び方を順序

よく調べる。コインを何回か

投げたときの表と裏の出方が

全部で何通りあるかを求め

る。 

・ペア学習への

活用 

・写真の活用 

技 コインを複数回投げたときの表と裏の

出方を，図を使って求める方法を理解して

いる。 

３ 図や表を用いて，リーグ戦

の総試合数の求め方を考え

る。 

・ペア学習への

活用 

・写真の活用 

考 いくつかのものの中から，順番に関係な

く２つを選んだときの，組み合わせ方の総

数を求める方法を考えることができる。 

２ ４ 

・

５ 

本

時 

図や表を用いて，ならべ方

や組み合わせ方の考え方を活

用しながら問題を解き，図や

表の書き方を「ことば」で説

明しよう。 

・ペア学習への

活用 

・写真の活用 

考 落ちや重なりがないように，並べ方か組

み合わせの総数かを選んで，図や表を用い

て考えることができる。 

・既習事項のふ

り返り 

・写真の活用 

知 落ちや重なりがないように，表を用いて

「はやく・確実に・正確に」解く方法を考

え，「ことば」で説明することができる。 

６ 並べ方か組み合わせの総数

のどちらかの方法を活用し

て，問題を作成していく。 

・既習事項のふ

り返り 

・写真の活用 

関 並べ方か組み合わせの総数のどちらか

の方法を活用して，問題を作成することが

できる。 

 



４ 本時の指導 
(1) 本時の目標 
・順列との違いに気づき，落ちや重なりがないように図や表を用いて考えることができる。 

【数学的な考え方】 
・落ちや重なりがないように図や表を用いて調べることができる。【技能】 

(2) 展開 
時 分 学習活動 教師の支援（○）と評価（○評） ICT 活用（◎） 
４ 5 

 
１ 前時までの学習内容を振り返

り，本時の学習を確認する。 
 

家から各場所への行き方は，全

部で何通りあるでしょう。 
ただし，遠回りはしないことと

します。 
〔問題１〕班の集合場所まで。 
〔問題２〕学校まで。 
（集合場所は通らなくてもよい）

○ 前時までの学習を振り返らせることで，図(樹形図)や表を

使って道順を考えることができないか考えさせる。 
 
○ 問題を提示する際には，地図を示しながら説明すること

で，問題の意味をとらえやすくする。 
○ 児童にとって，問題文にある「遠回りをしない」という

条件や道順を図(樹形図)や表にして表記することが難しい

ので，解決が簡単な〔問題１〕を例題として取り組ませる。

8 
 

２ 個人で〔問題１〕を解く。 
 

○ 教師が図を用いて，「遠回りをしない」という条件を確認

して，何通りあるかを考えさせる。 
・ 〔問題１〕を個人で解き，解決方法を探る。 
・ 道や交差点は記号化すると簡単だと気付かせる。 
・ 必ず何歩で行けるか考えさせる。「3 歩で，上は 1 回・右

2 回」の組み合わせをさがす。 
○ 〔問題１〕では，道順が３通りあることを確認する。 

20 ３ 〔問題２〕を個人で取り組んだ

後，ペア学習で解き，解決方法を

探る。 
《予想される児童の反応》 
・「交差点に記号や名前をつけて

みたら。」 
・「→と↑で書いてみたら。」 
・「○み，○う，○う，○み，○うと書いて

みたら。」 
・「行き方を色分けしてみたら。」

○ 〔問題１〕と〔問題２〕の学校の場所の違いを確認し，

道順が全部で何通りになるのか予想させ，個人で解く。そ

の後，ペアで解決方法を話合い，解決方法を見つける。 
・ 〔問題１〕で考えた解決方法が同じように使えないのか

考えさせる。 
◎ 級友に分かりやすく説明できるように，タブレット上の

シートに色分け，言葉，記号などを入れさせる。 
◎ タブレット内にあるヒントカードを活用してよいこと

を，伝える。 
○ 自分の方法と同じか違うかを意識させながら聞かせ，よ

く分からないところは，お互いに質問し合うように促す。

12 
 

４ 解決方法を発表し，全体で話し

合う。 
・ 全体の場で説明する。 

○ 前時までのどの問題の解き方に似ていたか聞く。 
○ 道順は１０通りになることを，全体の場で確認する。 
◯ 表を用いることが良いのではないかと気付かせる。 

５ 10 
 

１ 前時までの学習内容を振り返

り，本時の学習を確認する。 
・ 全体の場で説明する。 
・ 表に方法をまとめる。 

◎ タブレット端末を使って児童の考えをテレビに映し，前

時の考え方の確認と説明をする。 
○ 図や表を用いて表すことで，道順を落ちや重なりがなく

順序よく整理できることを理解させる。 
20 
 

２ 表を書く時の規則性を個人や

ペアで見つけ，手順を整理する。

 ・ 工夫を説明し合う。 

◯ 表の書き方に着目し，誰でもわかりやすい表の書き方に

ついて，くり返し修正を加えるよう伝える。 
◎ ペアやクラスワークで，工夫を伝える場面を数回設ける。

8 ３ 手順を整理した文章を書き，推

敲する。 
 ・ 文章を読み合い推敲する。 

◯ 表の書き方を分かりやすく説明するための文章を各自で

書き，ペアやクラスワークで推敲する。 
◎ 記述済みのノートを撮影し，文章を共有する。 

7 
分 

４ 本時の学習をまとめ。 
 
＜まとめ＞ 

図や表を用いて規則性を見つ

けることで，おちや重なりがない

ように調べることができる。 

○評  順列との違いに気づき，落ちや重なりがないように図や

表を用いて考えることができる。【観察・タブレット端末

データ】 
○ 授業で分かったことや感想，これから気を付けたいこと

やさらに調べてみたいことなどを書かせるようにする。 
○ 本単元で学習した解決の方法を活用してみたいという意

欲を喚起する。 
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